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同志社大学 一神教学際研究センター(CISMOR) / 神学部・神学研究科 
 
 

CISMOR 公開講演会 
 

The RAMBAM  
as a Mediterranean Philosopher 
地中海地域の哲学者としての 

マイモニデス 
         

 

講 師  

サラ・ストル―ムサ 
（ヘブライ大学学長／アラビア文学・アラビア語学科教授） 

 
 

2009 年 12 月 19 日(土)  13:00－15:00 
同志社大学 今出川キャンパス  

至誠館 2 階 Ｓ21 教室 
 
 
 

             ＊入場無料・事前申込不要 
＊問い合わせ 

                 同志社大学 一神教学際研究センター(CISMOR) 
                 TEL:  075-251-3972  

 E-mail:  info@cismor.jp  
 HP:  http://www.cismor.jp/ 

  



【プログラム】 

1) ご挨拶 

2) 講  演  13：00－14：30 ＊英語による講演、逐次通訳あり 

3) 質疑応答  14：30－15：00 
 
司会： 原 誠 （同志社大学神学研究科教授） 

講師： サラ・ストル―ムサ 
（ヘブライ大学学長／アラビア文学・アラビア語学科教授） 

  
【講師紹介】 

 
同志社大学神学部・神学研究科 アダ・タガー＝コヘン  

 

■サラ・ストルームサ  Sarah Stroumsa 

ストルームサ教授はイスラエルで生まれ、エルサレム・ヘブライ大学において、アラビア

文化学・ユダヤ学の研究者となられました。アリス／ジャック・オルムントを記念してのア

ラビア文化学の教授職につき、現在、人文学部において、アラビア文学・アラビア語言語学

科、ユダヤ思想学科で教鞭を取っておられます。また、2003 年から 2006 年までは、ヘブラ

イ大学の副学長、2008 年からは同大学の学長を務めておられます。  

教授の主要な研究領域は、中世のユダヤ・アラビア文学、宗教共同体とイスラームの中世

世界の間でなされた知識伝達、そして、イスラームの哲学と神学です。教授はこれらすべて

のテーマについて幅広く執筆されており、数冊の著書を刊行し、数多くの学術論文を発表さ

れています。代表的な著作として、以下の文献をご紹介いたします。  

 

- Dawud ibn Marwan al-Muqammis's 'Ishrun Maqala (Etudes sur le judaisme medieval XIII, Leiden: Brill, 1989).   

-  The Beginnings of the Maimonidean Controversy in the East: Yosef Ibn Shim'on's Silencing Epistle Concerning 

the Resurrection of the Dead (Jerusalem: Ben Zvi Institute, 1999; in Hebrew). 

-  Freethinkers of Medieval Islam: Ibn al-Rawandi, Abu Bakr al-Razi, and Their Impact on Islamic Thought 

(Islamic Philosophy and Theology XXXV; Leiden: Brill, 1999).  

- Maimonides in his World: Portrait of a Mediterranean Thinker (Princeton: Princeton University Press, 2009). 

  



【今回のテーマについて】 
 

同志社大学神学部・神学研究科 アダ・タガー＝コヘン  
 

同志社大学・神学部と一神教学際研究センター（CISMOR）は、サラ・ストルームサ

教授をお迎えできることを嬉しく思っております。今回教授は、ヘブライ大学と同志社大学

との学術交流協定という新たな関係の構築を推進するために来日されました。 

 ストルームサ教授は本日、ご自身の研究成果を私たちと共有することをご快諾くださ

いました。公開講演会では、ユダヤ哲学者、トーラー学者として重要であるラビ・モー

シェ・ベン・マイモンに焦点が当てられます。彼は英語ではマイモニデス、ヘブライ語

ではランバムと呼ばれる人物です。講演会終了後には CISMOR 研究グループの非公開の

ワークショップがもたれ、そこではアンダルス、イスラーム・スペインの精神文化史に

焦点が当てられます。  

 講演会で取り上げられるマイモニデス（1138－1204）は、ユダヤ民族史において最重

要人物であると同時に、最も有名な中世ユダヤ思想家です。この講演の目的は、マイモ

ニデスの哲学を彼の総合的な知的活動の一部として明らかにし、そしてマイモニデスの

統合的な知的輪郭を彼の住んでいた世界、つまり、中世文化において浮き彫りにすると

ころにあります。  

 

 
   

CISMOR 新着出版物のお知らせ 
 
一神教学際研究センター出版物の最新号が発行されました。  
講演会会場入口に設置しておりますので、ご自由にお持ち帰りください。 
 
CISMOR VOICE vol.10          Japanese and Oriental Studies No.3 
（日本語）                （アラビア語） 



 

 

 

 

 

 
【次回講演会のお知らせ】 

 

What’s Happening to American Evangelicals: 
Are there Big Changes Underway? 

アメリカの福音派に、いま何が起こっているのか？ 
―水面下で進む大変化について― 

 

【日時】2010 年 1 月 16 日（土）13：00～15：00 

【会場】同志社大学 今出川キャンパス クラーク記念館 2 階 礼拝堂 

【講師】リチャード・ザイジック 

（New Evangelical Partnership 会長、Open Society Institute 研究員、 

United Nations Foundation 主任研究員、全米福音派連盟 前副会長） 
 

＊英語による講演（日本語通訳あり） 
入場無料・事前申込不要 

 


